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小山田緑地　　　撮影　松田康司

年
輪
の
数
え
か
た

藤
森 

重
紀

サミュエル・ウルマン（1840～1924）

アメリカの詩人。70代で書いた“Youth”（青春の詩）の冒頭「青春とは人生のある期間を
指すのでなく、心の持ち方を指すものである」が有名。加齢によって人は老いるのではな
く、情熱や信念や希望の有無こそが、精神の若さを指示するという。惰性に流されがちな
日常に新鮮な活力を吹き込む絶好の詩。マッカーサーも座右の銘としていた

大
鷹
は
風
の
高
さ
を
測
り

飛
翔
す
る
と
い
う

そ
の
風
の
方
角
を

さ
わ
や
か
に
眺
め
て
い
た
人
は

誰
？

先
ま
わ
り
し
て

た
し
か
め
た
く
な
る
け
れ
ど

端
正
な
両
肩
が

颯
爽
　
と
い
う
言
葉
と
入
れ
か
わ
り

す
っ
き
り
伸
び
た
背
筋
と
と
も
に

何
か
を
語
る

こ
の
町
に
生
き
　
自
分
を
信
じ

あ
き
ら
め
の
読
点
は
け
っ
し
て
打
た
な
い

老
い
に
向
か
う
の
が
人
生
で
は
な
く

サ
ミ
ュ
エ
ル・
ウ
ル
マ
ン
の
詩
の
よ
う
に

年
輪
か
ら
爆
ぜ
る
の
は
　
か
わ
ら
ぬ
夢

青
春
が
　
慌
て
て
追
い
駆
け
て
く
る
！

*
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町
田
か
ら
世
界
へ
―
―

最
先
端
で
活
躍
す
る
達
人
た
ち
。

世
界
に
誇
る
日
本
の
技
術
力
。

様
々
な
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が

町
田
に
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

町
田
の 

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

特
集

1

フランクリン賞の授賞記念講演を行う伊賀健一氏

7 M AC H I - B I T O

I N V E N T O R S

エジソンやアイン
シュタイン、ビル・ゲ
イツも受賞したフラ
ンクリン賞の授賞
式の1カット

01東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
の
伊
賀
健
一
氏
は
、「
面
発
光
レ
ー

ザ
ー
」の
発
明 

で
世
界
的
な
科
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。そ
の
功

績
で
、町
田
市
は
2
0
1
3
年
に
市
民
栄
誉
彰
を
授
与
。ま
た
、

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
父
と
言
わ
れ
る
福
島
邦
彦
氏
、み
つ
ば
ち
研
究

の
第
一
人
者
・
松
香
光
夫
氏
、超
高
速
半
導
体
素
子
の
一
つ
、H
E
M
T

を
発
明
し
た
三
村
高
志
氏
を
は
じ
め
、世
界
レ
ベ
ル
の
研
究
者
た
ち

が
町
田
市
に
は
居
住
し
て
い
る
。

「
高
輝
度
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
発
明
」で
2
0
1
4
年
に
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
赤
﨑
勇
氏
も
、松
下
電
器
東
京
研
究

所
基
礎
第
四
研
究
室
室
長
時
代
の
1
9
7
1
年
か
ら
20
年
弱
、町

田
市
能
ヶ
谷
に
在
住
し
て
い
た
。

東
京
工
業
大
学
教
授
、米
ベ
ル
研
究
所
客
員
研
究
員
な
ど
を
経
て
2
0
0
1
年
4
月
に

名
誉
教
授
、2
0
0
7
〜
12
年
東
工
大
学
長
。
1
9
7
7
年
に
発
明
し
た「
面
発
光

レ
ー
ザ
ー
」は
、高
速
デ
ー
タ
通
信
の
キ
ー
デ
バ
イ
ス
や
ス
マ
ホ
の
顔
認
証
な
ど
今
日
の

I
T
社
会
を
支
え
る
不
可
欠
な
技
術
。
2
0
1
3
年
に
世
界
的
な
学
術
賞
で
あ
る
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
賞
・
バ
ウ
ワ
ー
賞
を
受
賞
。
昨
年
秋
の
叙
勲
で
は
瑞
宝
重
光
章
を
受
章

し
た
。
1
9
6
8
年
よ
り
つ
く
し
野
に
在
住
。
町
田
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
で
は
首
席
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
を
歴
任
。

町
田
フ
ィ
ル
バ
ロ
ッ
ク
合
奏
団
の
主
宰
者
で
も
あ
る
。

工
学
博
士

K
enichi

Iga

伊
賀 

健
一

大学退職後、自宅
の庭でミツバチを飼
い、100％玉川学園
産ハチミツ「松香ハ
ニー」を作った

玉
川
大
学
卒
業
、理
学
博
士（
東
京
大
学
）、元
玉
川
大
学

教
授
。
日
本
に
お
け
る
ミ
ツ
バ
チ
科
学
研
究
の
中
心
的
存

在
の「
玉
川
大
学
ミ
ツ
バ
チ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」で
ミ
ツ

バ
チ
と
そ
の
生
産
物
の
研
究
に
貢
献
、日
本
応
用
動
物
昆

虫
学
会
名
誉
会
員
、日
本
生
物
教
育
学
会
賞（
会
長
）、前

ア
ジ
ア
養
蜂
研
究
協
会
長
。
玉
川
学
園
に
在
住
し
、玉
川

学
園
町
内
会
長
も
務
め
た
。

理
学
博
士

M
itsuo

M
atsuka

松
香 

光
夫

急
成
長
す
る
A
I
の
ベ
ー
ス「
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」の
中
核
と
な
る
Ｃ
Ｎ
Ｎ（
畳
み
込

み
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）を
世
界
で
最
初
に
作
っ
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
科
学
基
礎
研

究
所
に
い
た
1
9
7
9
年
、そ
の
原
型
で
あ
る
ネ
オ
コ
グ
ニ
ト
ロ
ン
を
発
明
。
そ
の
後

1
9
8
9
年
大
阪
大
学
教
授
、1
9
9
9
年
電
気
通
信
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
現
在
は

フ
ァ
ジ
ィ
シ
ス
テ
ム
研

究
所
特
別
研
究
員
。

1
9
7
2
年
よ
り
三

輪
町
在
住
。

工
学
博
士

K
unihiko

Fukushim
a

福
島 

邦
彦

携
帯
電
話
や
衛
星
放
送
と
い
っ
た
情
報
通
信
技
術
に
欠
か
せ
な
い
高
速
か
つ
高
性
能
の

半
導
体
部
品「
高
電
子
移
動
度
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
」（
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｔ
）を
１
９
７
９
年
、世
界
に

先
駆
け
て
開
発
し
た
。
昨
年
は
稲
盛
財
団
主
催
の
京
都
賞
を
受
賞
。
現
在
、独
立

行
政
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
未
来
I
C
T
研
究
所
統
括
特
別
研
究
員
並
び
に

富
士
通
研
究
所
名
誉
フ
ェ
ロ
ー
。

東
玉
川
学
園
に
1
9
8
0
年
か
ら

在
住
。

工
学
博
士

T
akashi

M
im

ura

三
村 

高
志

世
界
に
誇
る

    

町
田
の
発
明
家
た
ち

工
学
博
士

Isam
u

A
kasaki

赤
﨑 

勇

『
神
経
回
路
と
情
報
処

理
』（
朝
倉
書
店
刊
　

1
9
8
9
年
）

『
面
発
光
レ
ー
ザ
ー
が
輝
く 

V
C
S
E
L
オ
デ
ッ
セ
イ
』

（
オ
プ
ト
ロ
ニ
ク
ス
社
刊

2
0
1
8
年
）

京
都
賞
受
賞
者
の
ア
ー
カ
イ
ブ
パ

ネ
ル
の
前
で
幸
子
夫
人
と
共
に

1929年、鹿児島県生まれ。京都大学理学部
化学科卒、半導体工学、結晶工学が専門。
世界初の高輝度青色発光ダイオード（青色
LED）の発明で2014年ノーベル物理学賞を
受賞。1981年名古屋大学教授、1992年より
名城大学教授（終身）。2004年文化功労者
顕彰、2011年文化勲章、ほか受賞歴多数。

© Nobel Media AB 2014
Photo: Alexander Mahmoud

Photo by New Communications Inc
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パ
タ
ー
ン
認
識
・
画
像
処
理
と
い
っ
た
情
報
技
術
を
、人
文
学
や
教
育
分
野
で
活
用
す
る

研
究
を
行
い
、2
0
1
6
年
に
開
発
し
た
古
文
書
字
形
の
評
価
技
術
は
東
大
史
料
編
纂

所
と
奈
良
文
化
財
研
究
所
が
公
開
す
る「
M
O
J
I
Z
O
」で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
視
覚
障

が
い
を
持
つ
学
生
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
学
ぶ
た
め
の
教
材
や
教
授
法
の
開
発
も
行
っ
て
い
る
。

桜
美
林
大
学

　准
教
授

A
kihito

K
itadai

耒
代 

誠
仁

専
門
は
果
樹
園
芸
学
。温
帯
果
樹（
ナ
シ
・
ス
モ
モ
・
カ
ン
キ
ツ
な
ど
）と
熱
帯
果
樹（
マ

ン
ゴ
ー
・
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
・
ア
ボ
カ
ド
な
ど
）の
受
粉
効
率
化
や
高
品
質
果
実

生
産
の
研
究
、果
樹
生
産
技
術
の
開
発
等
を
行
っ
て
い
る
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
情
報
番
組
で
は

ア
ボ
カ
ド
の
選
び
方
や
保
存
方
法
を
解
説
、果
実
に
関
す
る
第
一
人
者
で
も
あ
る
。 

玉
川
大
学

　農
学
部 

教
授

Soe
M

izuno

水
野 

宗
衛

英
語
や
中
国
語
、ハ
ン
グ

ル
語
に
も
対
応
し
て
い

る「
M
O
J
I
Z
O
」

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
へ

の
ミ
ツ
バ
チ
の
訪
花

動
物
繁
殖
学
研
究
室
で
生
殖
工
学
、遺
伝
子
改
変
動
物
の
作
出
、生
殖
系
列
細
胞（
精

子
・
卵
・
胚
）の
超
低
温
保
存
が
専
門
。
こ
れ
ま
で
に
凍
結
し
た
ブ
タ
胚
か
ら
の
産
子

作
出
、胚
盤
胞
注
入
操
作
に
よ
る
キ
メ
ラ
ブ
タ
の
作
出
、凍
結
保
存
し
た
ラ
ッ
ト
精
子

の
人
工
授
精
に
よ
る
産
子
作
出
な
ど
、世
界
初
の
成
功
を
報
告
し
た
。
日
本
学
術
会

議
食
料
科
学
委
員
会 

連
携
会
員
。
本
町
田

に
40
年
以
上
居
住
。

麻
布
大
学

　獣
医
学
部 
教
授

N
aom

i
K

ashiw
azaki

柏
崎 

直
巳

蛍
光
顕
微
鏡
で
捉
え
た

ラ
ッ
ト
の
未
受
精
卵 

食
肉
製
品
の
発
色
や
加
工
技
術
に
関
す
る
教
育
研
究
、人
の
心
理
と
食
肉
摂
取
の
関

係
、高
齢
者
向
け
の
ソ
フ
ト
な
食
肉
調
理
品
の
開
発
な
ど
、健
康
面
か
ら
の
食
肉
の
果

た
す
役
割
を
調
べ
て
い
る
。
最
近
は
野
生
動
物
肉
の
加
工
技
術
に
も
取
り
組
む
。
町

田
市
に
37
年
在
住
、現
在
は
小
山
町
に
居
住
し
て
い
る
。

麻
布
大
学

　獣
医
学
部 

教
授

R
yoichi

Sakata

坂
田 

亮
一

ド
イ
ツ
の
国
際
ハム
ソ
ー

セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
の

ゲ
ス
ト
審
査
員
を
務
め

る
な
ど
幅
広
い
活
動
も

行
っ
て
い
る

脂
質
栄
養
学
、行
動
薬
理
学
、食
品
機
能
学
が
専
門
。
米
国
国
立
衛
生
研
究
所
で
脂
肪

酸
と
脳
機
能
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
、2
0
0
8
年
よ
り
現
職
。
天
然
物
や
食
材
中
の

栄
養
成
分
の
有
用
性
を
妊
娠
・
胎
児
期
、乳
幼
児
期
、成
熟
期
、老
年
期
そ
れ
ぞ
れ
の
ス

テ
ー
ジ
別
に
研
究
し
て
い
る
。
日
本
脂
質
栄
養
学
会 

副
理
事
長
。
高
ヶ
坂
に
在
住
。

麻
布
大
学

　生
命
・
環
境
科
学
部 

教
授

Toru
M

origuchi

守
口 

徹

え
ご
ま
油
の
研
究
は

N
H
K
の「
ガ
ッ
テ
ン
！
」

で
も
話
題
に

カ
ロ
テ
ノ
イ
ド
に
よ
る
動
物
の
体
色
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
、動
物
の
毒
の
生
態
学
的
機
能
、

化
学
物
質
が
水
生
生
物
に
及
ぼ
す
影
響
評
価
な
ど
を
研
究
テ
ー
マ
と
す
る
。
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
繁
殖
に
関
わ
る
ホ
ル
モ
ン
な
ど
生
理
現
象
を
獣
医
学
的
見
地
か
ら
研

究
。
玉
川
学
園
に
在
住
。

麻
布
大
学

　獣
医
学
部 
講
師

K
um

i
M

atsui

松
井 
久
実

両
生
類
保
全
に
活
用
で

き
る
生
理
学
的
研
究
を

目
指
す

1
9
2
2
年
、東
京
都
生
ま
れ
。
町
田
に
18
年
前

か
ら
住
ん
で
い
る
高
橋
淳
さ
ん
は
現
在
96
歳
。
今

で
も
毎
週
日
曜
日
に
は
静
岡
県
の
富
士
川
滑
走

場
で
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
小
型
機
の
教
官
と
し
て
操
縦

桿
を
握
る
世
界
最
高
齢
の
現
役
パ
イ
ロ
ッ
ト
だ
。

1
9
4
1
年
甲
種
飛
行
予
科
練
習
生
と
し
て
海

軍
に
入
隊
。一
式
陸
上
攻
撃
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と

し
て
従
軍
、終
戦
の
知
ら
せ
は
鹿
児
島
か
ら
北
海
道
の
美

幌
航
空
隊
へ
向
か
う
途
中
で
聞
い
た
。
戦
後
は
小
型
機
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
航
空
測
量
、写
真
撮
影
等
を
行
い
、49

歳
で
独
立
。国
際
航
空
連
盟
の
ポ
ー
ル
テ
ィ
サ
ン
デ
ィ
エ
賞
、

国
土
交
通
大
臣
賞
、厚
生
労
働
大
臣
賞
な
ど
受
賞
多
数
。

　「
過
信
せ
ず
、常
に
余
裕
を
持
っ
て
80
%
の
力
で
臨
む
の

が
僕
の
ス
タ
イ
ル
。
1
0
0
歳
に
な
っ
て
も
大
空
を
飛
ん

で
い
た
い
ね
。」〝
飛
行
機
の
神
様
〞
と
呼
ば
れ
る
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
。
戦
禍
を
生
き
抜
い
た
華
麗
な
技
術
は
今
で

も
健
在
だ
と
い
う
。

全
国
2
1
0
の
同
組
織
の
中
で
も
全
国
レ
ベ
ル
の
コ
ン
テ
ス
ト

へ
入
選
者
を
数
多
く
輩
出
す
る
な
ど
、町
田
市
少
年
少
女
発

明
ク
ラ
ブ
の
実
績
は
群
を
抜
い
て
い
る
。
内
閣
総
理
大
臣
賞
、

文
部
科
学
大
臣
賞
、特
許
庁
長
官
賞
の
ほ
か
、発
明
特
許
権
・

実
用
新
案
権
を
複
数
取
得
。「
青
少
年
世
界
工
夫
展
」に
も
日

本
代
表
を
多
数
送
り
込
ん
で
い
る
。
2
0
1
2
年
に
リ
ケ
ン

テ
ク
ノ
ス
か
ら
発
売
さ
れ
た「
ラ
ッ
プ
も
ど
り
ま
線
」は
当
時
小

学
校
5
年
生
だ
っ
た
中
野
結
菜
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、会
員

の
発
明
が
実
際
に
形
に
な
っ
た

の
は
全
国
で
ま
だ
一
例
だ
け
だ
。

全
国
チ
ャ
レ
ン
ジ
創
造
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
9
年
連
続
金
メ
ダ
ル
と
い

う
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
。
大
人

顔
負
け
の
発
想
力
で
た
く
さ
ん

の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
町
田
か
ら
生
み

出
さ
れ
て
い
る
。

太
平
洋
戦
争
で
は
マ

レ
ー
沖
か
ら
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
方
面
、サ
イ
パ
ン
、

テ
ニ
ア
ン
な
ど
で
戦
っ

た
。出
撃
し
た
多
く
の

仲
間
が
戻
っ
て
来
れ

な
か
っ
た
激
戦
区
を

生
き
抜
い
た

R E S E A C H E R S

1
．会
長
の
康
井
義
明
氏（
東
海
大
学
名
誉
教
授
）を
は
じ
め
多
く
の
学
識
者
や
大
手
メ
ー
カ
ー
の

技
術
者
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
陣
営
の
顔
ぶ
れ
も
実
に
豪
華
だ
　
2
．ア
イ
デ
ィ
ア
が
商
品
化
さ
れ
た

中
野
結
菜
さ
ん
　
3
．今
年
1
月
に
開
催
さ
れ
た「
ア
イ
デ
ィ
ア
も
の
づ
く
り
展
」で
大
賞
に
輝
い
た

「
マ
ル
チ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ホ
ル
ダ
ー
」を
作
っ
た
冨
取
修
太
朗
く
ん（
町
田
一
小
）と
康
井
会
長

大
槻
紘
生
く
ん（
金
井
小
↓
金
井

中
）は
2
0
1
7
年
、全
日
本
学
生

発
明
展
で
初
の
内
閣
総
理
大
臣

賞
。表
彰
式
で
皇
太
子
ご
夫
妻
に

作
品
説
明
を
行
っ
た

発明協会発行・少年少女発明クラブニュース275号から転載

実用新案登録された
「clean&easy」は近藤菫
さん（鶴川四小→南多摩
中）の作品

※大会名は一部省略した表記をしている場合があります

パ
イ
ロ
ッ
ト

Jun
T

akahashi

高
橋 

淳

02
最
先
端
研
究
に

　
　
　携
わ
る
人
た
ち

M
achida C

ity B
oys and G

irls Inventive C
lub

町
田
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

03
明
日
の

　

   

発
明
家
た
ち

世

界

最

高

齢

の

現

役

パ

イ

ロ

ッ

ト

G u i n n e s s  h o l d e r

町
田
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
は
公
益
社
団
法
人
発
明
ク
ラ
ブ
の
下
部
組
織
で
、2
0
0
5
年
に
活
動

を
始
め
た
。「
発
明
・
発
見
は
み
ん
な
の
ま
わ
り
か
ら
」と
、本
町
田
の
ひ
な
た
村
を
拠
点
に
市
内
の
小
中
学

生
約
1
3
0
名
が
発
明
に
取
り
組
ん
で
い
る
。彼
ら
を
支
え
る
の
は
30
数
名
の
有
志
指
導
員
。「
町
田
か
ら

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
」と
い
う
想
い
で
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
可
能
性
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

桜
美
林
大
学
や
玉
川
大
学
、相
模
原
市
の
麻
布
大
学
な
ど
の
研
究
室
に
は
町
田
市
在
住
の
研
究

開
発
者
が
大
勢
い
る
。そ
こ
で
は
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
で
最
先
端
の
研
究
開
発
が
行
わ
れ
、既
に
成
果
を
上

げ
て
い
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、そ
し
て
そ
の
先
に
続
く
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す
新
進
気
鋭
の
研
究
者
が

日
々
奮
闘
し
て
い
る
。新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
た
あ
く
な
き
挑
戦
に
こ
れ
か
ら
も
注
目
し
た
い
。

23
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M AC H I DA  S P R I N G  S P E C I A L   II

C H I K A KO  M I T S U H A S H I

みつはしちかこ 1941年、茨城県に生まれる。都立武蔵丘高校卒業後、アニメーション制作会社に勤務する傍ら、高校時代の漫画日記をもとに『小さな恋のものがたり』を描きため、1962年 「美しい十代」（学研）で漫画家デビューを果たす。1976年にはミリオンセラーとなり、翌年、日本漫画家協会賞優秀賞を受賞。1980年より朝日新聞日曜版で『ハーイあっこです』を22年間連載。

　　　　　　　　　　 登場する姑は同居していた義母がモデル。タローの制服は息子たちも通った玉川中央幼稚園のもの。2015年手塚治虫文化賞特別賞、日本漫画家協会賞文部科学大臣賞を受賞。 エッセイや詩画集など著書多数。『小さな恋のものがたり』を含め、総発行部数は累計4000万部
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4

5

漫
画
を
描
き
始
め
た
の
は
小
学
校
低

学
年
の
頃
。
病
気
の
母
を
喜
ば
せ
る
た

め
だ
っ
た
。
母
は
彼
女
が
3
年
生
の
時

に
他
界
す
る
。
悲
し
く
て
草
む
ら
に
泣

き
伏
せ
た
時
、
目
に
留
ま
っ
た
ス
ミ
レ
や

タ
ン
ポ
ポ
、
カ
タ
バ
ミ
な
ど
の
可
憐
な
花

た
ち
が
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
た
と
い
う
。
野
に
咲
く
小
さ
な

花
の
よ
う
な
女
の
子
を
描
こ
う
、
そ
れ

が
チ
ッ
チ
の
原
点
だ
っ
た
。

漫
画
家
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
彼

女
は
、
21
歳
で
学
研
に
ス
ケ
ッ
チ
を
持

ち
込
ん
だ
。
そ
れ
が
見
事
採
用
さ
れ
、

月
刊
誌
「
美
し
い
十
代
」
で
連
載
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。
野
の
花
か
ら
生
ま
れ
た

チ
ッ
チ
、
そ
し
て
サ
リ
ー
は
同
じ
ク
ラ
ス

の
同
級
生
が
モ
デ
ル
。
初
恋
の
淡
い
気

持
ち
の
ま
ま
、
揺
れ
る
想
い
を
鮮
や
か

に
50
年
以
上
描
き
続
け
て
き
た
。

玉
川
学
園
に
引
っ
越
し
て
き
た
の
は

1
9
7
2
年
、
二
男
が
生
ま
れ
た
時
だ
っ

た
。
春
に
は
満
開
の
桜
を
、
初
夏
に
は

紫
陽
花
を
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
大
学
の
池

の
ほ
と
り
の
大
き
な
ツ
リ
ー
の
煌
め
き
を

楽
し
み
な
が
ら
、
エ
ッ
セ
イ
や
詩
集
も
精

力
的
に
出
版
。
1
9
8
0
年
か
ら
は
朝

日
新
聞
日
曜
版
に
『
ハ
ー
イ
あ
っ
こ
で

す
』
の
連
載
も
始
ま
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
姑
が
亡
く
な
り
、
2

人
の
息
子
も
独
立
す
る
と
生
活
環
境
の

変
化
か
ら
か
、
彼
女
は
う
つ
病
を
患
っ

て
し
ま
う
。
入
院
し
、
デ
ビ
ュ
ー
46
年

目
に
し
て
初
め
て
休
筆
。
そ
し
て
退
院

し
た
矢
先
、
今
度
は
夫
が
癌
で
倒
れ
1

カ
月
後
に
他
界
。
過
度
の
心
労
で
自
身

も
心
不
全
で
昏
睡
状
態
に
陥
っ
た
。
そ

の
後
、
命
の
危
機
は
脱
出
し
た
が
、
後

遺
症
で
手
は
震
え
、
ペ
ン
も
握
れ
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
た
。

懸
命
な
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
一
方
で
、

自
由
と
解
放
と
い
う
心
地
よ
さ
も
体

験
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
解
放
感
を
超

え
て
、
や
は
り
も
う
一
度
描
き
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
沸
き
上
が
っ
て
き
た
。

作
家
生
活
50
年
目
の
秋
、
相
田
み
つ
を

の
詩
と
コ
ラ
ボ
す
る
企
画
で
再
び
ペ
ン
を

執
り
、
そ
れ
か
ら
は
ゆ
っ
く
り
と
仕
事

に
向
き
合
う
日
々
を
送
っ
て
い
る
。 

「
も
う
描
け
な
い
と
諦
め
か
け
た
時
、

読
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
元
気
を
も

ら
っ
た
ん
で
す
。
チ
ッ
チ
は
季
節
と
共
に

現
れ
て
は
元
気
に
走
り
回
る
。
そ
ん
な

彼
女
を
追
い
か
け
て
い
る
と
ア
イ
デ
ィ
ア

が
自
然
と
浮
か
ん
で
く
る
ん
で
す
。」

2
0
1
8
年
の
晩
秋
。
文
学
館
で
行

わ
れ
た
展
覧
会
は
開
館
以
来
、
最
高
の

動
員
数
を
記
録
し
た
。
募
集
か
ら
僅
か

5
分
で
定
員
に
達
し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に

は
、
九
州
か
ら
駆
け
付
け
た
フ
ァ
ン
も
い
た
。

玉
学
か
ら
離
れ
、
今
は
一
人
で
人
生

を
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
い
る
。
サ
リ
ー
が

留
学
し
て
一
人
遊
び
が
上
手
に
な
っ
た

チ
ッ
チ
の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出

に
囲
ま
れ
て
、
今
も
彼
女
は
輝
い
て
い
る
。

き
ら

1. 町田市初のみつはしちかこ展は、56年の作
家生活を一望できる構成で開催された　２. 貴
重な生原稿や愛用の道具類　３.『小さな恋の
ものがたり』最新刊と、最新の「ちい恋」が読め
る季刊『ちい恋通信』　4. 仕事も人生もゆっく
りと楽しんでいるみつはしちかこ氏　5. 玉川
学園町内を循環する「玉ちゃんバス」には『ハー
イあっこです』のキャラクターが描かれている
6. 文学館の展覧会には玉川学園のマップや
（ほぼ）等身大のサリーも登場

特
集

2
漫
画
家み

つ
は
し

ち
か
こ

み
つ
は
し

ち
か
こ

た
く
さ
ん
の
思
い
出
に

今
も
背
中
を
押
さ
れ
て
い
る

ち
ん
ち
く
り
ん
で
そ
そ
っ
か
し
い
チ
ッ
チ
と

の
っ
ぽ
で
ハ
ン
サ
ム
な
サ
リ
ー
。

2
人
の
淡
い
恋
模
様
を
描
い
た

『
小
さ
な
恋
の
も
の
が
た
り
』、

通
称「
ち
い
恋
」は
昭
和
3 7
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

み
つ
は
し
ち
か
こ
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。

美
し
い
四
季
や
心
に
響
く
詩
、い
つ
ま
で
も
色
褪
せ
な
い

作
品
の
多
く
は
玉
川
学
園
で
生
み
出
さ
れ
た
。

3



M AC H I DA  S P R I N G  S P E C I A L   III

S U G U RU  O S A KO

大迫　傑（おおさこすぐる） 1991年5月23日、町田市生まれ、町田市立金井小学校、金井中学校出身。マラソン、3000m、5000m日本記録保持者。2013年モスクワ世界選手権10000m 代表にも選出される。大学卒業後は日清食品グループで2015年元旦のニューイヤー駅伝で1区区間賞。2015年3月よりナイキ・オレゴン・プロジェクト（アジア人史上初）に加入。現在もプロジェクト

 の下、プロランナーとして活動中。2016年リオ五輪には10000m、5000mで出場した
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1

5 2

3

4

初
マ
ラ
ソ
ン
は
小
学
校
3
年
生
の
時

に
出
場
し
た
町
田
市
こ
ど
も
マ
ラ
ソ
ン

大
会
だ
っ
た
。
大
迫
少
年
は
5
位
で

ゴ
ー
ル
。
優
勝
し
た
の
は
1
歳
年
上
の

従
兄
弟
だ
っ
た
。
悔
し
い
思
い
を
抱
え

リ
ベ
ン
ジ
し
た
翌
年
は
見
事
1
位
で
走

り
抜
く
。
し
か
し
、
そ
の
翌
年
、
順
位

は
ま
た
も
や
逆
転
。
従
兄
弟
不
在
の

6
年
生
の
時
は
圧
倒
的
な
速
さ
で
優
勝
。

幼
い
頃
か
ら
自
他
と
も
に
認
め
る
負
け

ず
嫌
い
だ
っ
た
と
自
身
を
振
り
返
る
。

中
学
に
入
る
と
陸
上
部
が
休
部
状

態
だ
っ
た
た
め
、
自
宅
か
ら
電
車
を
乗

り
継
ぎ
、
八
王
子
四
中
と
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
で
練
習
を
重
ね
た
。
野
津
田
の
陸
上

競
技
場
に
走
り
に
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

3
年
生
の
時
、
全
日
本
中
学
選
手
権

の
3
0
0
0
m
で
3
位
に
な
り
、
陸
上

の
強
豪
・
佐
久
長
聖
か
ら
声
が
か
か
る
。

高
校
時
代
は
全
国
高
校
駅
伝
で
2
年

連
続
区
間
賞
を
受
賞
、
チ
ー
ム
を
優

勝
に
導
い
た
。
早
稲
田
大
学
で
は
ル
ー

キ
ー
と
し
て
出
場
し
た
箱
根
駅
伝
の
1

区
で
区
間
賞
、
早
稲
田
の
駅
伝
三
冠

に
貢
献
。
そ
の
他
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド

な
ど
ト
ラ
ッ
ク
競
技
で
も
数
々
の
記
録

を
塗
り
替
え
た
。

卒
業
後
は
日
清
食
品
グ
ル
ー
プ
を
経

て
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
レ
ゴ
ン
州
に
拠
点
を

置
く
ナ
イ
キ
・
オ
レ
ゴ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
ア
ジ
ア
人
と
し
て
初
加
入
。
挑
戦

で
き
る
環
境
で
さ
ら
に
成
長
し
た
い
と
い

う
強
い
思
い
か
ら
だ
っ
た
。
以
来
、
世
界

屈
指
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
と
最
先
端

の
環
境
で
着
実
に
進
化
を
遂
げ
て
き
た
。

初
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
2
0
1
7
年
の

ボ
ス
ト
ン
。
日
本
人
と
し
て
30
年
振
り

の
表
彰
台
と
な
っ
た
3
位
・
2
時
間
10

分
28
秒
と
い
う
成
績
は
、
陸
上
界
だ

け
で
な
く
世
間
の
注
目
度
も
一
気
に
高

め
た
。
そ
し
て
昨
秋
、
3
度
目
の
マ
ラ
ソ

ン
と
な
る
シ
カ
ゴ
で
2
時
間
5
分
50
秒

で
ゴ
ー
ル
、
日
本
記
録
を
樹
立
し
た
の
だ
。

「
シ
カ
ゴ
で
は
、
練
習
で
や
っ
て
き
た

こ
と
が
成
果
と
し
て
1
0
0
％
出
せ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
環
境
は
違
っ

て
も
僕
自
身
は
高
校
や
大
学
の
時
と
本

質
的
に
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
常
に
挑

戦
者
と
し
て
速
く
走
り
た
い
、
そ
れ
だ

け
で
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
勿
論

目
標
の
一
つ
で
す
が
、
目
の
前
の
大
会

に
精
一
杯
向
か
う
な
か
で
、
た
ま
た
ま

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
来
年
あ
る
、
と
い

う
感
じ
で
す
。」
決
し
て
ブ
レ
る
こ
と
な

く
、
強
い
メ
ン
タ
ル
で
冷
静
に
自
身
を

俯
瞰
す
る
の
も
彼
の
ス
タ
イ
ル
だ
。

「
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
ゴ
ー
ル
は
決
め
て

い
ま
せ
ん
。
指
導
者
も
い
い
な
と
は
思
い

ま
す
が
、
別
の
可
能
性
に
出
会
え
た
ら

別
な
道
を
行
く
か
も
知
れ
な
い
し
。」

日
本
中
が
注
目
す
る
ク
ー
ル
な
27
歳
。

町
田
生
ま
れ
、
町
田
育
ち
の
オ
リ
ン
ピ

ア
ン
が
挑
む
M
G
C
、
そ
し
て
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
、
町
田
市
民
の
夢
で
も
あ
る
。

す
ぐ
る

1. 日本人でも優勝争いに絡めることを証明でき
たシカゴマラソン　2. シカゴの覇者・ファラー
選手（左から2人目）は、ナイキ・オレゴン・プ
ロジェクトに所属していた元チームメイト　3. 町
田市こどもマラソン大会で優勝した小学4年生
の大迫選手。トップを競いあった1歳年上の従
兄弟と4. 昨年12月に行われたこどもマラソン
大会ではビデオメッセージが流された　5. 昨年
11月、相原町の法政大学多摩キャンパスで行わ
れた10000mの記録会

特
集

3
プ
ロ
ラ
ン
ナ
ー

大
迫 

傑

※MGC：2019年9月15日に開催予定の東京五輪マラソン代表選考会。指定の大会で順位とタイムを満たした選手が出場できる

挑
戦
者
と
し
て
走
る
、

た
だ
、
そ
れ
だ
け
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
1
年
後
に
控
え
、

マ
ラ
ソ
ン
選
手
の
代
表
を
決
め
る
M
G
C
※
が
9
月
15
日
に
開
催
さ
れ
る
。

そ
ん
な
中
、
代
表
選
手
の
最
有
力
候
補
が

昨
秋
の
シ
カ
ゴ
マ
ラ
ソ
ン
で

日
本
新
記
録
を
叩
き
出
し
た
大
迫
傑
選
手
だ
。

町
田
生
ま
れ
、町
田
育
ち
の
彼
は

プ
ロ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
ア
メ
リ
カ
を
拠
点
に

日
本
で
誰
も
歩
ん
で
い
な
い
道
を
突
き
進
む
。

ⓒEKIDEN News

ⓒEKIDEN Newsⓒ（株）タウンニュース
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小野神社前

野津田
高校入口

野津田公園北

別所

小野路

小野路浅間神社

おおるりファーム

こうせん塚

小野神社
（小野路町）

小島資料館
見晴らし広場 萩生田牧場 小野路保育園

村野常右衛門生家

町田市立陸上競技場

町田市立野津田公園

ピアノカフェ
ショパン

萬松寺

六地蔵

あした農場あした農場

小野路農園
クラブ
小野路農園
クラブ

バイオトイレバイオトイレ

奈良ばい谷戸
炭焼き小屋
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野球グラウンド
大犬久保谷戸

バイオトイレ

バイオトイレ

家具工房
KASHO

小野路宿里山交流館

関屋の
切り通し

御尊　御成道

小
野
路
宿
通
り

向坂

柩
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街
を

　
　歩
く12

 twelfth
step小野路

閑
な
里
山
の
原
風
景
を
残
す
小
野
路
町

は
2
0
0
9
年
に「
に
ほ
ん
の
里
1
0
0

選
」に
、そ
し
て
昨
年
春
に
は「
世
界
に
誇
れ
る

日
本
の
美
し
い
景
観
・
ま
ち
づ
く
り
」に
東
京

か
ら
唯
一
選
ば
れ
ま
し
た
。
歴
史
環
境
保
全
地

域
と
そ
の
周
辺
集
落
で
は
今
で
も
地
元
農
家
の

手
に
よ
り
伝
来
の
農
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、鎌
倉
時
代
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て

賑
わ
っ
た
宿
通
り
の
整
備
や
、小
野
路
宿
里
山

交
流
館
を
中
心
と
す
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
は
地

元
住
民
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ
て
実
現
で
き
た

も
の
。
豊
か
な
自
然
と
歴
史
が
織
り
な
す
町
田

イ
チ
オ
シ
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

長

A 【関屋の 切り通し】 小野路町4195　　B 【家具工房 KASHO】 小野路町2284-1　080-5530-3947　　C 【小島資料館 】 小野路町950　042-736-8777　　　D 【小野路宿里山交流館】 小野路町888-1　042-860-4835　　E 【小野神社】 小野路町885

F 【ピアノカフェショパン】 小野路町4294-1　070-2185-1889 　　　G 【小野路浅間神社】 小野路町5390　　　H 【奈良ばい谷戸】 小野路町607番地外　　　I 【六地蔵】 小野路町（地図参照）　　J 【萬松寺】 小野路町344　042-735-2047　　K 【見晴らし広場】 小野路町（地図参照）

A

C

B

DE

J

F

奈良ばい谷戸H

G

I

徳川家康の遺骸を駿河国久能山から日光東照
宮に運ぶ際に通った由緒ある歴史道「御尊櫃
御成道」。小野路を通ったのは1617年3月21日
のこと。ところが急な向坂で家康の柩を載せ
た輿が突然壊れ、図師や小野路の大工は、乞田
の鍛冶屋を呼び共に修理をします。その功に
より助郷を免除されたという記録も残っていま
す。小野路の一里塚はその街道を整備する際
につくられたものでした。

「御尊櫃御成道」と「向坂」Pick up
ご  そん  ひつ  お  なり  みち

仏教の六道輪廻思想に基づく六地蔵。
一番左の七体目は明治初期に廃寺と
なった円能寺の地蔵を移設したと伝わる。

I 六地蔵

ピアノの生演奏とコーヒーが楽しめ、水・
金曜には一人でも参加できる歌う会を
開催。「ピアノカフェショパン」で検索を。

F ピアノカフェショパン

小山田から
小野路に広

がる谷戸。
市民

ボランティア
による保全

活動で地形
を活

かした田畑
や藁ぼっち

などの風情
を残す。

H 奈良ばい谷戸

昭和30年代、野津田神社の社殿一部を移
設、平成4年に木造で新築。6月の例大祭の
大福餅を食すと1年間健康に暮らせるという。

G 小野路浅間神社

創建650年超、小野小町ゆかりの伝説が
ある臨済宗の寺院。明治初期には本堂
が小野郷学の教場として利用された。

J 萬松寺

むき出しになった木の根が迫力ある切り通
し。沖田総司が風疹を患った際、馬で運ばれ
江戸まで行ったという記述も残されている。

A 関屋の切り通し

新選組の近藤勇や土方歳三らが剣術の
出稽古で訪れた名主・小島鹿之助の屋敷。
当時の貴重な史料を公開する私設資料館。

C 小島資料館

百人一首にも登場する小野篁を祭神と
する神社で、明治期に周辺14社を合祀
した。春には桜が、秋には銀杏がみごと。

E 小野神社
おののたかむら

江戸時代の旅籠「角屋」を改修、再整備し
た観光交流拠点。地元野菜の販売や展示
ギャラリー、その他様々なイベントも開催。

D 小野路宿里山交流館
お   の    じ  じゅく

B
家
具
工
房
K
A
S
H
O

自
然
の
中
の
工
房
で
木
の
風
合
い
や
無
垢
材
に
こ

だ
わ
っ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
家
具
を
販
売
。器
や
ま

な
板
が「 

ま
ち
だ
名
産
品 

」に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

K

晴れた日には遠くまで視界が広がり、長閑
な里山の風景が楽しめる。テーブル付の
ベンチは散策で疲れた時に利用したい。

K 見晴らし広場

小野路下堤くすのき公園

増田屋

小野路グラウンド

の
ど
か
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毎朝手打ちする香り高い蕎麦を錦鯉が見える店内で

満留賀

町田市忠生3-3-12　042-791-3857　P有り
11:00～21:00（LO20:30）
木休 

ht tp://v i ta.tc/shops/301

錦鯉が泳ぐ中庭を眺めながらいただけるのは、毎朝手打ちするお蕎麦と季節の料理。
春のおすすめはのどぐろとひし餅、野菜の天ぷら、ちらし寿司、一口デザートが付いたお膳。
さくら祭りの頃には桜の葉を練り込んだ桜蕎麦も登場する。

12

町
田
市
民
が
こ
よ
な
く
愛
す
、
ラ
ン
チ
に
お
す
す
め
の
お
店
た
ち
。
　

ど
の
お
店
も
町
田
愛
た
っ
ぷ
り
。
あ
な
た
の
行
き
つ
け
、
あ
り
ま
し
た
か
？
　

町
田
の
最
強
ラ
ン
チ

P
o
p
u
la
r
 r
e
s
ta
u
r
a
n
ts
 in
 M
a
c
h
id
a
 w
h
e
r
e
 y
o
u
 c
a
n
 e
a
t lu

n
c
h

町田市成瀬7-1-9　042-723-5989 

11:30～14:00、18:00～22:00

日祝休
ht tp://v i ta.tc/shops/394

町田市中町1-4-17　042-728-5340

月～金 11:30～14:00（LO13:30）、18:00～22:00（LO21:30）
月～土 17:30～22:00（LO21:30）日、第1・2月休
ht tp://v i ta.tc/shops/199

柔らかでジューシー、甘い脂身も全くしつこくないカラリと揚
がったとんかつは、すり胡麻を混ぜた自家製ソースでいただ
くのが竹むら流。500円の親子丼や
焼き魚定食もあり。

甘い脂身、柔らかな肉質の高座豚のとんかつ

ゴマとんかつ  竹むら
地中海の食堂のような、活気溢れる店内でボリュームいっぱ
いのメニューが豊富に揃う。イチオシはスペシャル牛ステーキ。
ボードに書かれた日替わりのセットメ
ニューはディナーでも1,080円。

ヘビロテしてしまう、ダイナミックな男の料理

地中海料理  コシード

絶
対

 

ハ
ズ
さ
な
い
！

町田市根岸町144-1　042-792-2901

11:30～15:00（LO14:00）、17:30～22:00（LO21:00）
火休（年末年始休）　P有り
ht tp://www.shiroganete i.co.jp/shop/

アツアツの鉄板でサーブされたハンバーグは、目の前で焼
かれ、お好みのソースをかけていただくスタイル。ソースは
10種類からセレクト。ランチはライス
かパン、スープ付き。

目の前で焼き上がる10 0％ビーフのハンバーグ

シャーロックホームズ　町田街道店

町田市森野1-35-10　042-729-3006

11:30～14:00、17:00～22:00（LO.21:15）
水休 

ht tps://akr0466543937.owst.jp/

毎朝豊洲で仕入れた鮮魚で握る寿しや刺身、煮魚や焼き
魚がリーズナブルに楽しめるアットホームなお店。魚介たっ
ぷりのちらし丼やお魚料理が日替わり
の数量限定平日ランチも人気。

創業3 5年。愛され度抜群のお寿し屋さん

GOCH I  ときわ

ま　　  る　　  が

ハンバーグランチ（170ｇ）　1,080円ハンバーグランチ（170ｇ）　1,080円 平日限定ごちランチ　1,050円

ロースとんかつ　750円 のどぐろ天付き雛膳　1,350円　山菜天　1,200円特選和風ガーリック牛ステーキ　1,500円特選和風ガーリック牛ステーキ　1,500円

町田街道 木曽→忠生

JA

ファミマ

忠
生
公
園満留賀

町田街道

境川

桜美林学園

↓淵野辺駅

シャーロック
ホームズ

根岸西

オーディオ
テクニカ

成瀬
コミュニティー
センター

恩田川

成瀬街道

成
瀬
駅
↓

竹むら パンダ
駐車場

町田一小

POPビル

りそなBK

北口

↑
新
宿

コシード

小田急町田

マ
ツ
キ
ヨ

小
田
急
町
田

成瀬





ガラス乾板が見つかった土蔵は当時の骨組みを残し
3階建てから2階建てに改修した。今ではギャラリーとして
季節ごとに趣向を凝らした展示やイベントを行っている。
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まちびと写真館 其
の
十
二小野路の細野家

大正末期から昭和初期

撮影した場所

町田市小野路町

こ
う 

い
ん 

ぐ
み

う
す  

い  

し
ゃ　

は
た  

ご

か
ど  

や

時
代
と
共
に
歩
ん
だ
名
家

板
塀
と
美
し
い
せ
せ
ら
ぎ
が
昔
の
面
影
を
残
す

小
野
路
宿
通
り
。
江
戸
時
代
、大
山
阿
夫
利
神
社

の
参
拝
客
が
行
き
交
う
宿
場
町
と
し
て
賑
わ
っ
た
小

野
路
に
は
六
軒
の
旅
籠
が
あ
っ
た
。
宿
の
角
に
あ
っ

た
旅
籠「
角
屋
」を
営
ん
で
い
た
の
は
名
主
の
細
野

家
。
旅
籠
以
外
に
も
荒
物
屋
や
質
屋
業
を
営
み
、

周
辺
の
村
々
へ
も
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
た
。
明
治

か
ら
昭
和
に
か
け
て
、当
主
・
細
野
利
篤
氏
は
群
馬

の
製
糸
会
社「
碓
氷
社
」の
地
方
組
合「
甲
寅
組
」の

理
事
と
し
て
経
営
手
腕
を
発
揮
。
そ
の
後
、関
東

大
震
災
で
家
屋
は
倒
壊
し
た
が
、昭
和
4
年
に
再

建
さ
れ
た
。

2
0
1
3
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
里
山
交
流
館
は
、

当
時
の
間
取
り
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
小
野
路
の
観
光
拠
点
。
改
修
時
に
土
蔵
か
ら
偶

然
見
つ
か
っ
た
1
5
1
枚
の
ガ
ラ
ス
乾
板
に
は
、人
々

の
生
活
や
当
時
の
風
景
が
写
し
撮
ら
れ
て
い
た
。
ガ

ラ
ス
乾
板
は
幕
末
か
ら
昭
和
初
期
頃
ま
で
使
わ
れ

た
大
変
稀
少
な
も
の
。
行
儀
よ
く
並
ぶ
3
人
の
子

ど
も
た
ち
が
誰
な
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、生
き
て
い

れ
ば
90
を
ゆ
う
に
超
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
時
代
を

超
え
て
甦
っ
た
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
世
界
か
ら
、子
ど
も

た
ち
の
息
づ
か
い
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
。
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町田の注目ニュースとミミヨリ情報 2019年3月～2020年2月N E WS  &  INFOR M AT ION
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町田市生涯学習センター 042-728-0071

TOKYO2020テストイベント
ボランティア募集

学生活動報告会
「ガクマチＥＸＰＯ」

 募集期間　3月31日㈰まで（当日消印有効）
 場　所　町田市内コース沿道
2019年7月21日に東京都、神奈川県、山梨
県、静岡県で開催される自転車競技ロード
レースの東京オリンピックテストイベント。
町田市では競技運営のボランティア「まちだ
サポーターズ」を募集中。活動内容は町田
市内での軽微な資機材の設置・撤去のサ
ポートやコース沿道での観戦者・一般歩行
者等の整理・案内など。応募締切3月31日。

 期　日　3月20日㈬
 場　所　生涯学習センター 7階ホール
町田・相模原地域でボランティア活動を
行っている大学生たちが、活動紹介や手作
りブースでの交流を通して、日ごろの成果
を広くPRする。若い世代との連携や地域
活動を広げる新たな機会として、地域に対
する大学生たちの熱い想いに触れてみよ
う。詳細は「学生活動報告会」で検索を。
13時～ 16時（入退室自由）入場無料、申し
込み不要。 

 期　間　4月13日㈯・14日㈰
 場　所　大地沢青少年センターとその周辺
相原の自然を満喫するアウトドア志向型イ
ベント。ドローン操縦、マウンテンバイク講
習、サイドカー体験、ヘラクレスレース、乗
馬、キャンピングカーなど内容も充実。竹
炭焼き体験などの大地沢まるごと体験会、
石阪市長の野鳥観察会、アニメ映画上映や
頭が少し汗をかく深い話も楽しめる。出店
や宿泊、体験会フリーパス等は有料。HPで
3月末まで要申し込み。町田市オリンピック・パラリンピック等

国際大会推進課 042-724-4442

昼も夜も楽しめる
「第3回 あいはら夜祭り」

実行委員会事務局（二驥工房） 042-775-5358

 期　日　4月20日㈯  予備日：21日㈰
 場　所　家具工房 KASHO & やまの広場
緑豊かな小野路の山を舞台に行われる人
気のマーケット。町田市や近隣の作家によ
る家具や陶器、アクセサリー、文房具、アン
ティークなど40を超えるこだわりのショッ
プと20を超えるフードコート、さらにライブ
ステージ、ワークショップなど小さな子ども
から大人までたっぷり楽しめる充実のマー
ケット。10時30分～16時。公共交通機関
や徒歩での来場を。
　    

 期　間　2019年3月～2020年2月
 場　所　あした農場・たがやす
割り当てられた区画内で種まきから苗の植
え付け、収穫まで年間約20種の野菜作りを
体験できる。個人や子ども連れ等を対象に
自然観察や食育も行う「たがやす・小野路
農園クラブ」。羊や日本ミツバチも飼育す
る自然豊かな畑で、無農薬栽培が体験でき
る「あした農場（渡辺）」の詳細は、HPか
Facebookから。援農ボランティアも募集中。

小野路やまいちの会事務局 050-5580-7133

人がつながる
LaManoの鯉のぼり

 期　間　3月中旬～5月初旬
 場　所　福祉事業所クラフト工房LaMano

福祉事業所クラフト工房LaMano（町田市
金井）の鯉のぼりは、毎年250セットが完
売する人気の品。木綿に型染で藍や草木
などから抽出した染料で模様を染めていく
こだわりの鯉のぼりは、矢車飾り、吹流し
（五色）、真鯉（紺色）、緋鯉（茜色）、子鯉
（水色）のセット。工房で直接実物を見る
ことも可能（土日祝定休）。「小野路やまい
ち」にも出店する。

気軽に農にふれてみよう！
農業体験農園利用者募集「小野路やまいち 2019」

たがやす 090-3435-8611（小野路町743）
あした農場 090-7219-0047（小野路町750） クラフト工房LaMano 042-736-1455
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子
ど
も
た
ち
が
気
兼
ね
な
く
走
り
ま
わ
れ
る
家
に
し
た
い
。

そ
う
考
え
た
パ
パ
と
マ
マ
の
想
い
が
か
た
ち
に
な
り
ま
し
た
。

木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
家
は
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
な
存
在
で
す
。

5 3

2

1

「
ま
さ
か
自
分
た
ち
が
家
を
建
て
る
な

ん
て
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
で
す
。
実
家

は
信
州
だ
し
、ず
っ
と
賃
貸
で
い
い
か
な

と
考
え
て
い
た
の
で
」

そ
う
話
す
の
は
、育
ち
盛
り
の
2
人
の

息
子
さ
ん
と
暮
ら
す
T
さ
ん
ご
夫
妻
。

家
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、息

子
さ
ん
の
同
級
生
家
族
の
住
ま
い
だ
っ

た
。「

家
に
遊
び
に
行
っ
た
ら
、な
ん
だ
か

普
通
と
違
う
と
い
う
か
。
木
の
香
り
と

か
、建
具
の
手
触
り
と
か
。
コ
ン
パ
ク
ト

な
家
な
の
に
里
山
の
風
景
に
開
い
て
い
て

広
く
感
じ
る
ん
で
す
」

す
っ
か
り
感
化
さ
れ
家
を
建
て
た
く

な
っ
た
と
い
う
奥
様
。
そ
の
友
人
の
家
を

建
て
た
の
が
鈴
木
工
務
店
と
知
り
、家

づ
く
り
を
依
頼
し
た
そ
う
。
以
前
は
賃

貸
マ
ン
シ
ョ
ン
暮
ら
し
で
、幼
い
子
ど
も
た

ち
の
足
音
さ
え
、階
下
へ
の
配
慮
か
ら
気

に
す
る
生
活
。「
も
っ
と
の
び
の
び
と
過
ご

せ
る
家
が
ほ
し
い
」と
い
う
の
が
一
番
の

希
望
だ
っ
た
。

運
良
く
学
区
内
に
土
地
を
取
得
。
広

い
交
差
点
に
程
近
く
、総
杉
板
張
り
の

外
観
は
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
存
在

だ
。
通
り
に
面
し
て
す
べ
て
を
塀
で
囲

わ
ず
、植
栽
で
外
か
ら
の
視
線
を
制
御

し
な
が
ら
街
に
潤
い
を
与
え
て
い
る
。
1

階
の
掃
き
出
し
窓
は
、猫
間
障
子（
下
半

分
を
上
げ
下
げ
で
き
る
）を
入
れ
て
い
る

が
、家
に
も
負
け
ず
開
放
的
な
性
格
の

ご
家
族
は
、日
中
ほ
と
ん
ど
閉
め
ず
に
過

ご
し
て
い
る
そ
う
だ
。

 延
床
面
積
約
1
0
0
㎡
の
家
は
、

L
D
K
を
配
し
た
1
階
も
、寝
室
と
子

ど
も
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
2
階
も
、水
ま
わ

り
以
外
に
は
扉
の
な
い
ワ
ン
ル
ー
ム
状
の

間
取
り
が
特
徴
だ
。
ま
た
、玄
関
か
ら

1
階
キ
ッ
チ
ン
へ
は
間
仕
切
り
収
納
に
挟

ま
れ
た
裏
動
線
で
つ
な
が
り
、2
階
水
ま

わ
り
の
す
ぐ
脇
に
は
、室
内
干
し
ス
ペ
ー

ス
と
バ
ル
コ
ニ
ー
を
配
置
。
効
率
的
な
家

事
動
線
が
、仕
事
と
家
事
、子
育
て
で

忙
し
い
毎
日
を
支
え
て
い
る
。

 家
の
中
か
ら
デ
ッ
キ
か
ら
、ぐ
る
ぐ
る

と
走
り
回
る
息
子
さ
ん
た
ち
を
見
守
る

ご
主
人
は
、

「
ま
ぁ
、目
論
見
通
り
で
す
ね
」

と
ほ
ほ
笑
む
。
公
園
に
近
い
こ
と
か
ら

息
子
さ
ん
の
友
だ
ち
が
度
々
訪
れ
る
そ

う
。
畳
間
の
あ
る
リ
ビ
ン
グ
で
遊
ぶ
子

住
み
始
め
て
約
10
カ
月
。
庭
木
を
植

え
た
り
、ワ
ン
ル
ー
ム
状
の
間
取
り
の
使

い
方
や
家
具
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
検
討
し

て
み
た
り
、「
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
」と

い
う
我
が
家
は
、少
し
ず
つ
家
族
の
色
に

染
ま
っ
て
い
る
様
子
。
手
触
り
の
や
わ
ら

か
い
杉
の
無
垢
板
で
天
井
と
床
、壁
を

仕
上
げ
た
空
間
は
、時
と
共
に
表
情
に

深
み
を
増
し
、家
族
の
記
憶
を
刻
ん
で
い

く
こ
と
だ
ろ
う
。

家
族
4
人
、扉
は
3
枚
の
み
で

の
び
の
び
と
暮
ら
す
、子
育
て
世
代
の
家

4

ど
も
た
ち
の
傍
ら
、マ
マ
た
ち
は
造
り
付

け
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
兼
ダ
イ
ニ
ン

グ
テ
ー
ブ
ル
で
お
茶
を
す
る
の
が
定
番
だ

と
か
。

　
そ
う
し
た
開
放
的
な
間
取
り
を
快
適

な
室
温
に
保
つ
た
め
、つ
く
り
手
で
あ
る

鈴
木
工
務
店
は
気
密
と
断
熱
性
能
に
も

こ
だ
わ
る
。
小
屋
裏
に
設
置
し
た
ダ
ク

ト
タ
イ
プ
エ
ア
コ
ン
1
台
で
効
率
的
な
冷

暖
房
を
計
画
し
て
い
る
。

「
冬
は
間
欠
運
転
で
は
な
く
暖
房
19
・

5
度
設
定
の
エ
コ
運
転
で
一
日
中
回
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
電
気
代
は
5
〜

6
0
0
0
円
で
す
。
夏
は
日
除
け
の
外

付
け
シ
ェ
ー
ド
を
降
ろ
し
て
、主
に
寝
る

と
き
に
だ
け
冷
房
を
つ
け
ま
し
た
。
そ

れ
も
28
度
設
定
で
十
分
か
な
。
電
気
代

は
5
0
0
0
円
前
後
で
し
た
よ
」

と
奥
様
。
住
宅
性
能
と
光
熱
費
の
関

係
性
も「
目
論
見
通
り
」の
よ
う
だ
。

 

1. 杉板仕上げの室内。１階リビングの掃き出し窓には、引き込み式の猫間障子が入っている。カウンター兼ダイニングテーブルはイロコ材で造作した　2. 2階は間仕切りの無い広間を子どもスペースに。 T邸の扉は玄関、水まわりの計3箇所のみ。写真奥の寝室もあえて扉なし　3. 美濃焼の沓脱石を配した玄関土間。ご主人の趣味の自転車
置き場も確保した　4.通りに面しても開放的なアプローチ。バルコニー下のデッキは格好の遊び場　5. 地域のランドマーク的存在となっている総杉板張りの外観　 photo by 中村絵

建物完成見学会
4月中旬　高津区二子新地にて
「敷地をシェアする いえ と いえ」

※詳しくはお問い合わせ下さい
※5月は読売ランド前駅そばにてマンション
　リノベーション完成見学会を開催

※画像はCGイメージです。　ZEH、Nearly ZEHの家
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